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自己紹介
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略歴
 1994 大阪大学 基礎工学部 情報工学科 3年次退学

 1996 奈良先端科学技術大学院大学 博士前期課程 修了

 1998 奈良先端科学技術大学院大学 博士後期課程 修了

 1999 通信総合研究所（現 情報通信研究機構)

 2001 ワシントン大学HITLab 客員研究員

 2002 大阪大学 助教授・准教授

 2017 奈良先端科学技術大学院大学 教授

その他：日本バーチャルリアリティ学会フェロー・理事など
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VR / AR の研究歴 25年

 VRをつかったデザインツール（1995～1999）

 VRをつかった新しい会議室（1999～2002）

../../Database/movie/research/vlego2_short.mpg
../../Database/movie/research/vlego2_short.mpg
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ひとの賢いサポートに興味

 ARやVRをつかった作業支援システム（2002～）

 スマートオフィス（2007～）

file://Users/kiyo/Dropbox/Document/講義/NAIST/ゼミナールIII/2017/ismar2006_mpeg1.mpg
file://Users/kiyo/Dropbox/Document/講義/NAIST/ゼミナールIII/2017/ismar2006_mpeg1.mpg
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VR技術・夢ロードマップ

日本バーチャルリアリティ学会にて作成

– テーマ：「VRが拓く生きがいのある社会」

– 2040年までの技術ロードマップ

– 2013年10月25日@日本科学未来館

稲見 昌彦
(慶應大)

池井 寧
(首都大東京)

(座長) 清川 清
(大阪大)

宇都木 契
(日立製作所)

蔵田 武志
(産総研)

嵯峨 智
(東北大)

唐山 英明
(富山県立大)

苗村 健
(東京大)

野嶋 琢也
(電通大)

鳴海 拓志
(東京大)

前田 太朗
(大阪大)

南澤 孝太
(慶應大)

宮下 芳明
(明治大)

宮地 英生
(サイバネット)

柳田 康幸
(名城大)

渡邊 淳司
(NTT CS研)

（所属は当時）



72040203020202013

社
会
基
盤
・
応
用
展
開

要
素
技
術 主
観
情
報
（
感
覚
・
認
識
）

処
理
技
術

物
理
・
バ
ー
チ
ャ
ル

相
互
変
換
技
術

少子・高齢化でも
誰もが参加/貢献できる社会災害・極限環境作業支援

(テレイグジスタンス、ロボット）

主観的感覚の記録・再生・追体験技術

感覚情報から主観的認識に至る
脳内の変換様式のモデル化技術

可感化・物質化技術
（ドリーム・リアルインタラクション、物質の言語化、
コンパクトワールド（実感できる世界のサンプリング））

超感覚技術
（感覚・知情意の記録・再生・リミックス)

超テレイグジスタンス技術
（バーチャル世界の意識から物理世界への働きかけ）

R-V(物理-バーチャル)連続体基盤・
個-社会連続体基盤を通じた社会参加・社会貢献
（物理的・身体的制約のない生産、労働、創造性の提供）

つながり と ふれあい
のある社会

超臨場感メディア
（スタジアム、ミュージアム、公園、遠隔観光・

遠隔体験、医療、教育分野）

オープンバイタルメディア
（医療、スポーツ、コミュニケーション、

文化研究）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応
用

共有・共感・安心感を提供する情報流通社会基盤
(個人データや著作物、身体技能・体験・知識の

記録・保存・流通・伝承、他人の人生の追体験、技術伝承)

クロスモーダル技術（共感覚、錯覚）

物理世界のバーチャル化技術
（サイバーフィジカル、形状計測、行動計測）

バーチャルの実体化技術
（パーソナルファブリケーション、バイオプリンタ、

医療、ナノテク、MEMS技術）

オリンピックもパラリンピックも同じフィールド
にたてるAugmented Human（人間強化）技術

五感体感型メディア・
遠隔視聴方式基盤

感覚・身体の時代からそれらの
制約を超えるポスト身体の時代へ

超認識技術
（思考や認識の記録・伝達・共有）

ロ
ン
グ
テ
ー
ル
型
超
参
与
社
会

（
誰
も
が
つ
な
が
り
能
力
を
発
揮
）

ディープデータ記録・分析技術
（バイタル・思考のライフログ）

バーチャルリアリティが拓く生きがいのある社会
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VR技術・夢ロードマップ

今後、人と人の連帯が薄れる社会となるこ
とが懸念される

–少子高齢化、労働力低下、都市部の核家族化、
地方の過疎化…

VR技術でこれらの問題を緩和・解決した生
きがいのある社会を創成

–時間や距離、個人の能力を制約としない、裾野
の広い社会参加

–誰もが社会と接点を持ち、それぞれの能力を最
大限に発揮して貢献
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VR技術・夢ロードマップ

つまり？

技術革新による

–個人の尊重

–社会的包摂の促進

–共生社会の実現
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自在に現実感を操作して
新しい能力を創る

現実世界人間

インタラクション

 状況認識
 認知科学
 生体工学

 人間拡張
 空間ユーザインタフェース
 ウェアラブルコンピューティング

センシング

 コンピュータビジョン
 パターン認識
 機械学習

ディスプレイ

 バーチャルリアリティ
 拡張現実感
 ディスプレイ装置

サイバネティクス・
リアリティ工学研究室

サイバネティクス・
リアリティ工学研究室



11

かけるだけで斜視や
視界の歪みまでなおるメガネ

カメラの映像をずらして表示

歪みが直るようにカメラの映像を変形

矯正前 矯正後
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ARでリアルな体験

VRで自由な視点

Xtion Pro

Ovrvision

Oculus Rift

いまいる部屋を上から見れるAR
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 例）食物の見かけを変化させ，味覚まで操作

 雨→晴れ，朝→昼，冬→夏，現在→過去

そうめんをラーメンに見せて
味まで変えるAR
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 「理想の自分」に近づけた自己鏡映像を遅延させて見る

– 輝度，コントラスト，カメラアングル，表情，姿勢

 自己評価が向上し，他人からの評価にも影響を与える

– 積極的に見える自己像を見ると他人からも積極的に見える

自信がもてる鏡（うそつき鏡）

遅延させた自己鏡映像 印象操作

IdealNon-Ideal

理想自己：積極性がある人
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平城宮に関連したAR/VR研究
（出身研究室の事例）
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動画からの3次元モデル復元
（佐藤ら，2002）
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「平城宮跡ナビ」
（天目ら，2004）
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空撮360度画像 + 仮想物体
（大倉ら，2011）
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平城宮跡歴史公園
スマートチャレンジ
に期待する未来
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自動運転＋AR/VR
（PerceptIn + 凸版印刷）
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モビリティ + VR
（ダイムラー・クライスラー, 2018）
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モビリティ + AR/VR の可能性

単なるモビリティ→ 退屈

普通のAR → 広く動けない

普通のVR → 動くと酔う

モビリティ + AR/VR →
面白いコンテンツ + 広く動ける + 酔わない

–視聴覚 + 前庭感覚 + 体性感覚 の整合性

–見た目と体の動きが一致
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モビリティ + AR/VR の可能性

自動運転の時代は「モビリティ + AR/VR」
があたりまえに

–壁はすべて窓にもなる立体ディスプレイ

–位置・時間・天候なども自在に操作

(UC Berkeley, 2017)
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ガイド + AR HMD の可能性

近年大幅に進化

–軽量・空間認識・
PC不要

ハンズフリー

自分ごととしての体験

–スマホなどと異なり振り向けば「そこにある」

より自然なインタラクション

–見つめれば詳しくわかる（視線）

–手を伸ばせば映像が変化（ジェスチャ）
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公園管理 + AR/VR の可能性

三次元計測 ⇔ 公園台帳

–無人機で台帳を自動更新

–現場でカメラをかざす → 台帳情報を閲覧

–台帳情報をクリック → 現場をAR/VRで確認

– BIM / CIM とのリアルタイム連携

(RWTH, 2018)
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AR / VR の特性

100%現実 拡張現実(AR) 仮想化現実 100% VR

複合現実(MR)

 個人ごと、状況ごとの体験

 いま、ここ

 生の体験を補強

 視点、見せ方は現場依存

 共通、同一の体験

 あのとき、あの場所

 未知の状況を追体験

 視点、見せ方は自由自在

AR VR
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(総務省, 2019)
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(総務省, 2019)(総務省, 2019)
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2種類の能力拡張

電卓

– 早く正確。しかし、人間の暗算能力は向上しない

そろばん

– 遅くて不正確。しかし、人間の暗算能力も向上する
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楽するよりも楽しいほうがいい

Thefuntheory.com
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ひとを大事にする未来

安心安全

– 個人にあったサポート ⇔ プライバシーの不安

情報・機械的なアシスト

– 表面的な能力は向上 ⇔ 残存能力の低下

– 自動でやってくれる ⇔ 自己主体感の欠如

 AI の時代

– ひとの自由意志の尊重がますます重要

誰もが輝ける世の中へ
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ありがとうございました！


